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問1 藩を廃止して県を置き、中央から知事を派遣することで地方支配を強化した明治政府の政策を何という？

1.  廃藩置県 2.  版籍奉還 3.  徴兵令 4.  地租改正

問2 明治政府の徴兵制において、兵役の義務の対象となった男子の年齢は満何歳？

1.  18歳 2.  20歳 3.  25歳 4.  30歳

問3 戊辰戦争の最後の戦いとして、新政府軍と旧幕府軍が北海道で争った戦争を何という？

1.  上野戦争 2.  箱館戦争 3.  西南戦争 4.  会津戦争

問4 1867年、江戸幕府第15代将軍として政権を朝廷に返上した人物は誰？

1.  徳川家慶 2.  徳川家茂 3.  徳川慶喜 4.  徳川家定

問5 明治政府が国家の統一を図るため、地方の権限を政府の中心に集中させた体制を何という？

1.  地方 2.  幕府 3.  中央 4.  藩

問6 1867年に江戸幕府が朝廷へ政権を返上し、天皇中心の政治に戻ることを宣言した出来事を何という？

1.  王政復古の大号令 2.  五箇条の御誓文 3.  大政奉還 4.  廃藩置県

問7 明治天皇が神に誓う形式で「五箇条の御誓文」を発表した年は何年？

1.  1868年 2.  1869年 3.  1871年 4.  1867年

問8 明治政府が士族に対して禁止した、身分を象徴する武器の所持を何という？

1.  目安箱 2.  帯刀 3.  切腹 4.  徒党

問9 近代的な工場や産業の現場で、専門的な技能を用いて生産や開発を指導した人を何という？

1.  教育者 2.  技術者 3.  軍事顧問 4.  宣教師

問10 明治政府が、欧米列強の植民地化を防ぎ、独立を維持するために掲げた国家政策を何という？

1.  廃藩置県 2.  富国強兵 3.  殖産興業 4.  文明開化

問11 明治初期、西洋の生活様式や文化が取り入れられ、急速に社会が近代化した風潮を何という？

1.  元禄文化 2.  国風文化 3.  化政文化 4.  文明開化

問12 地租改正の際、土地の所有者に発行され、所有権を証明するために使われた書類を何という？

1.  秩禄処分 2.  地券 3.  徴兵令 4.  学制

問13 明治政府が掲げた、経済を発展させて軍隊を強化するという政策のスローガンを何という？

1.  富国強兵 2.  廃藩置県 3.  文明開化 4.  殖産興業

問14 戊辰戦争の終盤に、五稜郭を拠点として新政府軍に最後まで抗戦した幕府側の軍隊を何という？

1.  長州藩兵 2.  新政府軍 3.  旧幕府軍 4.  薩摩藩兵

問15 明治天皇が神々に誓う形で示し、政治の基本方針とした文書を何という？

1.  大日本帝国憲法 2.  政体書 3.  五箇条の御誓文 4.  五榜の掲示

問16 明治新政府が旧幕府軍との戦いに勝利し、全国を統一した一連の内戦を何という？

1.  戊辰戦争 2.  西南戦争 3.  日清戦争 4.  日露戦争
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
廃藩置県

明治政府は1871年に廃藩置県を断行しました。全国の藩を廃止して府や県に改め、中央から政府が選んだ
官吏である知事を派遣することで、国家による直接統治を実現しました。

問2 答え 2
20歳

1873年の徴兵令により、満20歳になった男子に対して兵役の義務が課されました。これにより、それまで
の武士の特権であった軍事活動が国民全体に広げられました。

問3 答え 2
箱館戦争

新政府軍はこれを反乱とみなし、陸海軍を投入して討伐を行いました。函館周辺の各地で激戦が繰り広げら
れ、最終的に旧幕府軍が降伏することで戊辰戦争は幕を閉じました。

問4 答え 3
徳川慶喜

徳川慶喜は、政権を朝廷に返上することで徳川家を中心とした新たな政治体制を築こうと画策し、1867年
に大政奉還を断行しました。これにより約260年続いた江戸幕府は終焉を迎えました。

問5 答え 3
中央

中央集権とは、政府の中枢が地方に対しても強力な支配権を持ち、全国一律の制度で統治する体制です。廃
藩置県により藩を廃止して県を置いたことで、中央政府が任命した知事が地方を治める形が整いました。

問6 答え 1
王政復古の大号令

1867年12月9日、京都御所において「王政復古の大号令」が出されました。これにより、徳川将軍家の権
限が完全に廃止され、天皇のもとに天皇・摂政・関白などを廃した新しい政府が置かれることが宣言されま
した。

問7 答え 1
1868年

1868年、明治天皇が神々に誓う形式で「五箇条の御誓文」が発表されました。ここには、身分を問わず広
く会議を興すこと、知識を世界に求めることなど、新しい近代国家の目指すべき姿勢が示されています。

問8 答え 2
帯刀

1876年の「廃刀令」により、公務中を除き士族が刀を腰に差すこと（帯刀）が禁止されました。これによ
り、武士の象徴が取り払われ、士族と平民の身分的な境界が形式的にも解消されました。

問9 答え 2
技術者

彼ら技術者は、官営模範工場などで日本の作業員に最新の機械操作や設計技術を教えました。理論だけでな
く、実地での教育を行うことで、日本における工業化の基礎を築く役割を果たしました。

問10 答え 2
富国強兵

富国強兵は、近代的な産業を育てて税収を増やし、強力な軍隊を持つという政策です。この方針に基づき、
地租改正による財源確保や、官営模範工場の設立、徴兵制の実施などが強力に推進されました。

問11 答え 4
文明開化

服装、髪型、食生活が変化し、レンガ造りの建物や新聞、郵便制度が登場しました。特に「学制」の施行や
「太陽暦」の採用により、国民の生活や意識も近代的に変わっていきました。

問12 答え 2
地券

1873年の地租改正で、政府は土地所有者に地券を交付しました。これに基づき、地価の3％を現金で納税す
る仕組みとなりました。この制度は、税収を予測可能にする画期的なものでした。

問13 答え 1
富国強兵

富国強兵とは、産業を育成して経済を豊かにし（富国）、軍備を拡張して防衛力を高める（強兵）という政
策です。殖産興業による工場の建設や、徴兵令による軍隊の近代化がこの方針の下で進められました。

問14 答え 3
旧幕府軍

榎本武揚や土方歳三らが率いる彼らは、最新の兵器を備え、西洋式の城郭である五稜郭に立てこもって激し
く戦いました。しかし、物量に勝る新政府軍に包囲され、力尽きて降伏しました。

問15 答え 3
五箇条の御誓文

1868年に発表された「五箇条の御誓文」は、新しい国家建設の理念を明文化したものです。「広く会議を
興し、万機公論に決すべし」という一節は、広く意見を募り、合議によって政治を決定するという民主的な
方向性を示した画期的な内容でした。

問16 答え 1
戊辰戦争

1868年の鳥羽・伏見の戦いから始まり、東北地方、最後は北海道の箱館まで続いた内戦を指します。近代
的な軍制を整えた新政府軍が、旧幕府の残存勢力を次々と制圧しました。この戦いを通じて、日本は武家に
よる封建制から、天皇を頂点とする近代的な統一国家へと大きく舵を切ることになりました。


